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十
一
月
十
三
日
（
日
）、
日
光
公

民
館
で
、「
第
四
十
回
秋
の
山
菜

を
食
べ
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
会
は
、
日
光
山
菜
会
の
主

催
で
、
毎
年
春
と
秋
の
年
二
回
開

か
れ
て
い
ま
す
。

約
三
十
名
の
方
が
集
ま
り
、
品

数
豊
富
な
山
菜
料
理
を
楽
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
毎
回
、
楽
し
み
に
し
て
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！
」
と

い
う
参
加
者
が
何
人
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
日
光
山
菜
会
の

皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
美
味
し
い

日
光
の
山
菜
料
理
を
引
継
い
で
い

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

山菜料理を美味しくいただきます

十
月
二
十
一
日
（
金
）、
鳥
取
県

立
農
業
大
学
校
で
、「
鳥
取
県
優
秀

経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰
式
典
」

で
、
大
内
和
牛
生
産
グ
ル
ー
プ
が

「
ぬ
く
も
り
の
あ
る
集
落
」
部
門

で
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

大
内
集
落
で
は
、
集
落
戸
数
二

十
五
戸
の
う
ち
十
四
戸
で
和
牛
繁

殖
経
営
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

集
落
の
高
齢
化
率
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
集
落
内
で
は
、
生
産

し
た
子
牛
が
高
く
売
れ
れ
ば
共
に

喜
び
合
い
、
ま
た
、
互
い
に
競
い

合
っ
た
り
し
て
生
き
が
い
対
策
に

も
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
大
変
雰

囲
気
の
良
い
集
落
の
一
つ
で
す
。

目
指
せ
日
本
一
、
大
内
の
牛
！ 大内和牛生産グループ

「バギューン」散布の様子文化展の様子

十
一
月
四
日
（
金
）、
伯
耆
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
公
民
館
で
、
鳥
取
大
学

医
学
部
教
育
支
援
室
の
高
塚
人
志

助
教
授
を
招
い
て
、「
伯
耆
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
自
治
会
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
そ
ば
に
い
る
人
、
家
族
、
職

場
の
人
、
地
域
の
人
…
身
近
に
い

る
人
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
、
お

互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
理
解
し

あ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

心
が
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
ご
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
伯

耆
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
ぜ
ひ
盛
り

上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
一
日
（
金
）、
真
野
地

内
の
畑
で
、
伯
耆
町
堆
肥
生
産
組

合
に
よ
る
堆
肥
の
散
布
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
伯
耆
町
産
の
土
に
や
さ
し

い
堆
肥
「
バ
ギ
ュ
ー
ン
」
は
、
伯

耆
町
共
同
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
、
町

内
畜
産
農
家
の
牛
フ
ン
と
大
山
ヒ

ル
ズ
﹇
競
走
馬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
﹈
の
馬
フ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
有
機
栽
培
に
適
し
た
堆
肥
で
、

現
在
、
製
造
・
販
売
・
散
布
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
内
農
家
の
間
で
こ
の
「
バ
ギ

ュ
ー
ン
」
は
現
在
、
大
変
好
評
で

す
。ま

だ
ご
利
用
で
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
、
こ
の
「
バ
ギ
ュ
ー
ン
」
を
お

十
一
月
三
日（
木
）〜
六
日
（
日
）

に
溝
口
公
民
館
で
、
第
一
回
伯
耆

町
文
化
展
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
文
化
展
は
、
平
成
十
七
年

七
月
に
設
立
さ
れ
た
伯
耆
町
文
化

振
興
会
が
主
催
す
る
事
業
の
一
つ

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
合

計
七
十
四
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
画
や
、
洋
画
、
書
、
黒

彩
、
写
真
、
彫
刻
、
陶
芸
、
工
芸

な
ど
で
す
。

ど
れ
も
、
見
事
な
作
品
ば
か
り

で
来
場
者
は
作
品
一
つ
一
つ
に
足

を
止
め
、
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

試
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
わ
せ
先
〉

伯
耆
町
堆
肥
生
産
組
合
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高塚人志先生のご講演


